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要 約 
本研究では，㏆ᖺ♫఍一⯡にᾐ㏱しているࣜスト࢝ࢵトに↔Ⅼをᙜてて，཭人のࣜスト࢝ࢵトに対する
᥼ຓ᪉ἲの検討を行った。᥼ຓ᪉ἲとして᭱も㑅ばれているのが「ᝎࡳを⪺く」という᪉ἲであり，┦ㄯ
に஌る㝿は「ሙᡤを㑅ࢇで఍ってヰしている」ことが࢖ࣥタࣅ࣮ࣗ調ᰝの結果より示唆された。また，┦
ㄯ┦ᡭとして「同性の཭人」が調ᰝ対㇟者  ྡのうち男性  ྡ㸦㸧，ዪ性  ྡ㸦㸧と，
男ዪともに᭱も㧗い๭ྜで㑅ばれており，ඛ行研究と一⮴するものとなった。཭人がࣜスト࢝ࢵトの᥼ຓ
に㛵わることによってࣜスト࢝ࢵトの頻度がῶり，ຠ果があったことが示されたが，㛗ᮇ的に見ると᥼ຓ
によって変໬が見られるとは㝈らないという結果もᚓられたため，ࣜスト࢝ࢵトを行う཭人がᢪえる根本
的な問題をゎỴすることは難しく，㝈⏺があると考えられる。そこで，᥼ຓ者は根本的な問題をゎỴする
よりも，自ศ自㌟でゎỴできるようにヰを⪺くなど，᥼ຓ者の㈇ᢸがᑡない⠊ᅖでࢧ࣏࣮トすることがᚲ
要であると᥎ᐹされる。 
࣮࣮࢟࣡ࢻ㸸自യ行為，ࣜスト࢝ࢵト，཭人からの支᥼，᥼ຓ᪉ἲ 
 
 
問題 
 
㏆ᖺ，精神科に᮶院する自യ行為が主ッとな
る患者が増ຍしており，その中でも特にࣜスト
࢝ࢵトが主要な問題となる患者がᛴ⃭に増ຍし
ている㸦▼ẟ，2006㸧。ゅ୸㸦2004㸧はࣜスト
࢝ࢵトという行為そのものが㢼಑໬し，ᗈく♫
఍一⯡にᾐ㏱したことをᣦ᦬しており，精神科
ཷデ患者のࡳならࡎ，その₯在者についてもఱ
らかの支᥼を実᪋するᚲ要があるといえる。こ
うした中，特に，ඣ❺・生ᚐにおける自യ行為
の現状をࡳると，ᖹ成 18 ᖺ度「ಖ健ᐊ฼用状ἣ
に㛵する調ᰝሗ࿌᭩」㸦日本学ᰯಖ健఍，2008㸧
では，⣙ 1100 ᰯのබ立学ᰯのうち，ᑠ学ᰯの
9.4%，中学ᰯの 73%，㧗ᰯの 82%の๭ྜで在ᰯ 
 
*早稲田大学大学院人間科学研究科 
**早稲田大学人間科学学術院 
生の自യ行為が認められることが示されている。 
また，Izutsu， Shimotsu,  Matsumoto，Okada, 
Kikuchi, Kojimoto, Noguchi, & Yoshikawa
㸦2006㸧の中学生を対㇟にした調ᰝによると，
男Ꮚの 8.0%，ዪᏊの 9.3%にࣜスト࢝ࢵトの経
験があることがศかっている。さらに，自യ行
為のዲ発ᖺ㱋は中学入学๓ᚋにあたる 12 ṓ๓
ᚋであることがᣦ᦬されている㸦℈田・ᮧ℩・
大㧗・金Ꮚ・ྜྷఫ・本ᇛ，2009㸧。一᪉，Walsh
㸦2006㸧は，㟷ᖺᮇを過ࡂ成ᖺᮇにある成人で
自യを続けている者はᴟめて⛥であると述べて
いる。これらの研究から，自യ行為は思᫓ᮇ・
㟷ᖺᮇにあたる中㧗生に多く見られることが᥎
ᐹされる。 
ኳ野㸦2005㸧はࣜスト࢝ࢵトが自ẅのᡭẁで
なく，非⮴Ṛ性のものであるとᣦ᦬している。
また，௒ᮧ㸦2012㸧は，ᡭ軽かつຠ果的に心⌮
的苦痛を軽ῶできるࣜスト࢝ࢵトは，⧞り㏉さ
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Abstract 
 
This study examined the effects which a pet animal gives to psychology and a 
physiological reaction through two studies.  
In the study 1, in order that the attachment to a pet animal might examine 
how it is acting mentally healthily, examination by structural equation modeling 
(SEM) was performed. As a result, the tendency which self-efficacy increases was 
shown as the love factor and the breeding factor became high. It becomes 
conversion of cautions that it is together with an animal while a relation with a 
pet animal is continued, uneasiness is canceled, confidence and self-efficacy arise 
in taking care of, and this can lead a regular life, and is considered by extension 
to be effective in the quality of life improving. 
In the study 2, it aimed at considering the influences which it has on the 
psychology and the physiological reaction by being placed between stress scenes 
by the artificial pet animal using the experimental method. Analysis of variance 
of two factors was conducted about the physiology index and the mental index. As 
a result, SBP of the task term was significantly lower than the alone group. 
Existence of a friendly animal and the contact to it bring about sense of security 
and a sense of relief, and this is considered to have reduced excitement of the 
sympathetic nervous system. Moreover, "Tension-Anxiety" of the task term was 
significantly lower than the alone group. This is considered that people turn 
cautions to an animal, see, touch, and the effect to mind and body out of the 
process in which it addresses, such as conversion of cautions, evocation of feeling, 
and a fall of strain, arises. 
 
Key Words: social support, animal assisted therapy (AAT), stress buffering effect 
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れるとႴⒷ໬し，それにకいストレス⪏性がప
ୗすることで，ささいなฟ᮶事に不ᛌ感をᢪき，
ࣜスト࢝ࢵトが重⠜໬することをᣦ᦬している。 
ࣜスト࢝ࢵトをྵࡴ自യ行為を行う中㧗生の
特徴として，᥼ຓᕼồ能力がஈしいことがᣦ᦬
されており，᥼ຓᕼồ能力のஈしさから᥼ຓに
結ࡧつかࡎ，自യの῝้໬をᣍくことが問題ど
されている㸦松本，2009㸧。一᪉で，Howton，
Rodham，& Evans 㸦2006㸧の中学生を対㇟と
した調ᰝによると，自യ行為を行うᏊどもが᥼
ຓ者として཭人を㑅ࢇだ๭ྜは 41.0%でᐙ᪘や
ᩍᖌよりも㧗い๭ྜが示されている。さらに，
ᶓᒣ・ᕷᕝ㸦2006㸧は，自യ行為を行う中㧗生
は，᝟⥴的な動ᦂや不Ᏻをᢪえた不Ᏻ定な精神
状態においては同ୡ௦の཭人の中にᏳሚのሙᡤ
をồめ，Ᏻ定をᚓようとすると述べている。 
௨上から，自യ行為を行うᏊどもにとって，
学ᰯ生活における重要なᙺ๭を果たす存在が཭
人であると考えられる。また，᥼ຓᕼồ能力が
ஈしい思᫓ᮇの中㧗生が཭人を┦ㄯ┦ᡭとして
㑅ࡪことから自യ行為の᥼ຓに཭人がຠ果的に
ാくことが予 される。自യを行うᏊどもに対
しては௚者とのᏳ定した対人㛵ಀをᙧ成するこ
とが支᥼につながると示唆されていることから
㸦ᗉ，2009㸧，௚者からの࢔ࣉ࣮ࣟࢳによって
予防できるྍ能性があると᥎ᐹされる。しかし，
自യ行為を行うᏊどもに対する㣴ㆤᩍㅍの対応
や᥼ຓの例㸦松本，2011㸧はඛ行研究としてあ
るものの，཭人による対応や᥼ຓについては༑
ศに検討されていない。 
そこで本研究では，自യ行為の中でも特に，
思᫓ᮇ・㟷ᖺᮇの中㧗生おいてᛴ⃭な増ຍがᣦ
᦬されているࣜスト࢝ࢵトを行うᏊどもに対す
る᥼ຓ᪉ἲについて検討する。自യ行為を行う
Ꮚどもへの対応の実態をᢕᥱし，཭人による᭷
ຠな᥼ຓ᪉ἲを᥈ることによって，自യ行為の
重⠜໬を防Ṇするための᪂たな࢔ࣉ࣮ࣟࢳ᪉ἲ
をᥦ᱌できるྍ能性がある。 
 
᪉ἲ 
 
調ᰝ 
཭人の自യ行為に対する感じ᪉や対応᪉ἲな
どを検討するため，予ഛ調ᰝにより，㉁問⣬に
タける㉁問㡯目の㑅ᢥ⫥をᢳฟし，㉁問⣬を作
成した。作成された㉁問⣬を用いて㉁問⣬調ᰝ
を行った。さらに，㉁問⣬調ᰝではᚓることが
できなかったල体的な᥼ຓ᪉ἲ例➼を検討する
ために，実㝿に行った᥼ຓなどを問う࢖ࣥタࣅ
࣮ࣗ調ᰝを実᪋した。 
 
調ᰝ対㇟ 
㉁問⣬調ᰝは，㤳㒔ᅪの㸲ᖺ制の⚾立大学に
在⡠する大学生を対㇟に実᪋した。ᅇ཰した調
ᰝデ࣮タからグ入₃れ➼のあったものを㝖እし，
228 ྡ㸦男性 91 ྡ，ᖹᆒᖺ㱋 19.50 ṓ，ዪ性
137ྡ，ᖹᆒᖺ㱋 19.46ṓ，᭷ຠᅇ⟅⋡ 90.11%㸧
をศᯒ対㇟とした。また，࢖ࣥタࣅ࣮ࣗ調ᰝは，
㉁問⣬調ᰝにおいて実㝿にࣜスト࢝ࢵトを行う
཭人から┦ㄯをཷけたことがある，またはクラ
スの཭人のࣜスト࢝ࢵトを認㆑したことがある
とᅇ⟅し，なおかつ࢖ࣥタࣅ࣮ࣗ調ᰝへのཧຍ
をᢎㅙした大学生㸲ྡ㸦男性㸰ྡ，ዪ性㸰ྡ，
ᖹᆒᖺ㱋は 21.25 ṓ㸧を対㇟に行なった。 
 
調ᰝᮦᩱ・調ᰝᡭ続き 
㉁問⣬調ᰝの調ᰝᮦᩱは௨ୗの３つである。
ձࣇ࢙࣮スࢩ࣮ト，ղ予ഛ調ᰝにより作成した
㉁問㡯目，ճ࢖ࣥタࣅ࣮ࣗ調ᰝへの༠力౫㢗 
本研究では，ᅇ᝿ἲを用いた。㑅ᢥ⫥ᅇ⟅は
」数ᅇ⟅とし，᭱も考えられるものに۔をグ入
してもらった。 
㉁問⣬調ᰝについては，大学のㅮ義⤊஢ᚋの
ᩍሙにて調ᰝに㛵するᩍ示を行い，調ᰝ対㇟者
にᡭΏしで配ᕸ及ࡧᅇ཰を行った。時間ෆにᅇ
⟅できなかったᅇ⟅者に対しては，ᡤ定のᅇ཰
࣎ࢵクスにᢞภするようにಁした。また，࢖ࣥ
タࣅ࣮ࣗ調ᰝは，༙ᵓ㐀໬㠃᥋ἲを用いて実᪋
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し，Table 1 に⾲した඲ 14 㡯目を㉁問㡯目とし
た。㉁問㡯目は⮫ᗋ心⌮学をᑓ㛛とするᩍဨと
⮫ᗋ心⌮学をᑓᨷする大学生及ࡧ大学院生によ
って作成された。㉁問⣬調ᰝは 2013 ᖺ㸴᭶中
᪪から㸵᭶中᪪にかけて，࢖ࣥタࣅ࣮ࣗ調ᰝは
2013 ᖺ 11 ᭶中に実᪋した。 
Table 1 ࢖ࣥタࣅ࣮ࣗ㡯目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
೔⌮的配៖ 
調ᰝ実᪋の㝿に，ᅇ⟅は௵意であり，本調ᰝ
に༠力しないことにより不฼┈は一切生じない
こと，ᅇ⟅は⤫ィ的に処⌮され，እ㒊に個人᝟
ሗが₃れることはなくࣉラ࢖ࣂࢩ࣮がಖㆤされ
ることをᩥ❶及ࡧཱྀ㢌で説᫂した。また，࢖ࣥ 
タࣅ࣮ࣗ調ᰝでは，本研究の目的を説᫂し，༠
力者の同意の上で実᪋した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ศᯒ᪉ἲ 
㉁問⣬調ᰝに㛵しては，཭人の自യ行為に対
する感じ᪉や対応について㑅ᢥされた㡯目のẚ
⋡を「男ዪู」・「཭人からの┦ㄯの᭷↓」・「཭
人との㛵ಀ性の㐪い」によってẚ㍑し検討する
ために，㡯目ࡈとにẚ⋡を⟬ฟした。㑅ᢥ⫥ᅇ
⟅においては，ࣜスト࢝ࢵトしている཭人に㛵
わるሙ㠃での「཭人からの┦ㄯの᭷↓㸦┦ㄯを
ཷけたሙྜ・┦ㄯはないが，気௜いてしまった
ሙྜ㸧」と「཭人との㛵ಀ性㸦᭱もぶしい཭人・
あまりヰしたことのない཭人㸧」の㐪いに╔目し
て，㑅ᢥ⫥を同一にすることでẚ㍑検討を行っ
た。࢖ࣥタࣅ࣮ࣗ調ᰝは事例・ࢥ࣮ࢻ࣐トࣜࢵ
クス㸦బ⸨，2008㸧を᥼用した。 
 
⤖ᯝ 
 
཭人のࣜスト࢝ࢵトに対する感じ᪉について
は，᭱も考えられる㑅ᢥ⫥について㞟ィされた
ᅇ⟅を Table 2 にグした。男性では「Ṇめたい
と思う」が᭱も㑅ばれたのに対し，ዪ性では「心
配になる」が᭱も多く㑅ばれた。཭人のࣜスト
࢝ࢵトへの対応については，Table 3 に㞟ィ結果
をグした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Table 2 ཭人の自യ行為に対する感じ᪉として᭱も考えられる㑅ᢥ⫥ 
れるとႴⒷ໬し，それにకいストレス⪏性がప
ୗすることで，ささいなฟ᮶事に不ᛌ感をᢪき，
ࣜスト࢝ࢵトが重⠜໬することをᣦ᦬している。 
ࣜスト࢝ࢵトをྵࡴ自യ行為を行う中㧗生の
特徴として，᥼ຓᕼồ能力がஈしいことがᣦ᦬
されており，᥼ຓᕼồ能力のஈしさから᥼ຓに
結ࡧつかࡎ，自യの῝้໬をᣍくことが問題ど
されている㸦松本，2009㸧。一᪉で，Howton，
Rodham，& Evans 㸦2006㸧の中学生を対㇟と
した調ᰝによると，自യ行為を行うᏊどもが᥼
ຓ者として཭人を㑅ࢇだ๭ྜは 41.0%でᐙ᪘や
ᩍᖌよりも㧗い๭ྜが示されている。さらに，
ᶓᒣ・ᕷᕝ㸦2006㸧は，自യ行為を行う中㧗生
は，᝟⥴的な動ᦂや不Ᏻをᢪえた不Ᏻ定な精神
状態においては同ୡ௦の཭人の中にᏳሚのሙᡤ
をồめ，Ᏻ定をᚓようとすると述べている。 
௨上から，自യ行為を行うᏊどもにとって，
学ᰯ生活における重要なᙺ๭を果たす存在が཭
人であると考えられる。また，᥼ຓᕼồ能力が
ஈしい思᫓ᮇの中㧗生が཭人を┦ㄯ┦ᡭとして
㑅ࡪことから自യ行為の᥼ຓに཭人がຠ果的に
ാくことが予 される。自യを行うᏊどもに対
しては௚者とのᏳ定した対人㛵ಀをᙧ成するこ
とが支᥼につながると示唆されていることから
㸦ᗉ，2009㸧，௚者からの࢔ࣉ࣮ࣟࢳによって
予防できるྍ能性があると᥎ᐹされる。しかし，
自യ行為を行うᏊどもに対する㣴ㆤᩍㅍの対応
や᥼ຓの例㸦松本，2011㸧はඛ行研究としてあ
るものの，཭人による対応や᥼ຓについては༑
ศに検討されていない。 
そこで本研究では，自യ行為の中でも特に，
思᫓ᮇ・㟷ᖺᮇの中㧗生おいてᛴ⃭な増ຍがᣦ
᦬されているࣜスト࢝ࢵトを行うᏊどもに対す
る᥼ຓ᪉ἲについて検討する。自യ行為を行う
Ꮚどもへの対応の実態をᢕᥱし，཭人による᭷
ຠな᥼ຓ᪉ἲを᥈ることによって，自യ行為の
重⠜໬を防Ṇするための᪂たな࢔ࣉ࣮ࣟࢳ᪉ἲ
をᥦ᱌できるྍ能性がある。 
 
᪉ἲ 
 
調ᰝ 
཭人の自യ行為に対する感じ᪉や対応᪉ἲな
どを検討するため，予ഛ調ᰝにより，㉁問⣬に
タける㉁問㡯目の㑅ᢥ⫥をᢳฟし，㉁問⣬を作
成した。作成された㉁問⣬を用いて㉁問⣬調ᰝ
を行った。さらに，㉁問⣬調ᰝではᚓることが
できなかったල体的な᥼ຓ᪉ἲ例➼を検討する
ために，実㝿に行った᥼ຓなどを問う࢖ࣥタࣅ
࣮ࣗ調ᰝを実᪋した。 
 
調ᰝ対㇟ 
㉁問⣬調ᰝは，㤳㒔ᅪの㸲ᖺ制の⚾立大学に
在⡠する大学生を対㇟に実᪋した。ᅇ཰した調
ᰝデ࣮タからグ入₃れ➼のあったものを㝖እし，
228 ྡ㸦男性 91 ྡ，ᖹᆒᖺ㱋 19.50 ṓ，ዪ性
137ྡ，ᖹᆒᖺ㱋 19.46ṓ，᭷ຠᅇ⟅⋡ 90.11%㸧
をศᯒ対㇟とした。また，࢖ࣥタࣅ࣮ࣗ調ᰝは，
㉁問⣬調ᰝにおいて実㝿にࣜスト࢝ࢵトを行う
཭人から┦ㄯをཷけたことがある，またはクラ
スの཭人のࣜスト࢝ࢵトを認㆑したことがある
とᅇ⟅し，なおかつ࢖ࣥタࣅ࣮ࣗ調ᰝへのཧຍ
をᢎㅙした大学生㸲ྡ㸦男性㸰ྡ，ዪ性㸰ྡ，
ᖹᆒᖺ㱋は 21.25 ṓ㸧を対㇟に行なった。 
 
調ᰝᮦᩱ・調ᰝᡭ続き 
㉁問⣬調ᰝの調ᰝᮦᩱは௨ୗの３つである。
ձࣇ࢙࣮スࢩ࣮ト，ղ予ഛ調ᰝにより作成した
㉁問㡯目，ճ࢖ࣥタࣅ࣮ࣗ調ᰝへの༠力౫㢗 
本研究では，ᅇ᝿ἲを用いた。㑅ᢥ⫥ᅇ⟅は
」数ᅇ⟅とし，᭱も考えられるものに۔をグ入
してもらった。 
㉁問⣬調ᰝについては，大学のㅮ義⤊஢ᚋの
ᩍሙにて調ᰝに㛵するᩍ示を行い，調ᰝ対㇟者
にᡭΏしで配ᕸ及ࡧᅇ཰を行った。時間ෆにᅇ
⟅できなかったᅇ⟅者に対しては，ᡤ定のᅇ཰
࣎ࢵクスにᢞภするようにಁした。また，࢖ࣥ
タࣅ࣮ࣗ調ᰝは，༙ᵓ㐀໬㠃᥋ἲを用いて実᪋
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男ዪともに᭱も㑅ばれているのが「ᝎࡳを⪺
く」という㑅ᢥ⫥であった。その࡯か男性では
「Ṇめる」が，ዪ性では「できる⠊ᅖでᡭຓけ
する」や「௚の人㸦཭㐩・ぶ・ᩍᖌ➼㸧にも┦
ㄯするようにಁす」が多く見られた。「ᝎࡳを⪺
く」という対応が᭱も考えられる᥼ຓ᪉ἲであ
ることが本調ᰝより᥎ᐹできる。 
さらに，「仮にあなた自㌟がࣜスト࢝ࢵトを行
っているとした時，┦ㄯする┦ᡭは誰だと思い
ますか。」という㉁問㡯目に㛵しては「同性の཭
人」が男性 42 㸦ྡ46.15%㸧，ዪ性 65 㸦ྡ47.45%㸧
で男ዪともに᭱も㧗い๭ྜで㑅ばれている。 
また，࢖ࣥタࣅ࣮ࣗのෆᐜから事例㸯㹼㸲ࡈ
とに事例・ࢥ࣮ࢻ࣐トࣜࢵクス㸦బ⸨，2008㸧
を用いඹ㏻性と個ู性を検討した。まࡎ，事例 
㸯㹼㸲のඹ㏻性は「自യの反復性」，「࿘ᅖから
のࢧ࣏࣮ト」，「対応のᕤኵ」,「対応した結果」，
「᥼ຓへのスタࣥス」の㸳㡯目に見られた。「自
യの反復性」については඲ての事例で㸰ᅇ௨上
のࣜスト࢝ࢵトが確認できた。このことから，
自യが反復して行われるྍ能性が考えられる。 
「࿘ᅖからのࢧ࣏࣮ト」の㡯目では඲ての事例
において┦ㄯをཷけた人が,ࣜスト࢝ࢵトして
いる཭人に対する対応について௚に┦ㄯする人
がおらࡎ，一人でᢪえ㎸ࢇでいることが示唆さ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れた。「対応のᕤኵ」ではྛ事例で,㸰人きりで
఍ってヰࡏるሙᡤを㑅ࢇでいることが示された。
「対応した結果」については┦ㄯ者のࣜスト࢝
ࢵトに㛵わり対応したことにより，ࣜスト࢝ࢵ
トの頻度がῶったという結果が見られた。「᥼ຓ
へのスタࣥス」についての㡯目では඲ての事例
で㛵わるというᅇ⟅が見ཷけられたが，「適度な
㊥㞳感があれば㛵わる」というᅇ⟅や，「㛵わࢁ
うと思うが，௰のⰋさによる」というᅇ⟅がᚓ
られ，᮲௳がついた上での㛵わり᪉をᮃࡴもの
が見られた。 
この結果より，対応することで，ࣜスト࢝ࢵ
トの頻度がῶったが，┦ㄯのཷけᡭは௚の人に
┦ㄯすることがなく一人でᢪえ㎸ࢇでいるྍ能
性があることが᥎ᐹできる。཭人のࣜスト࢝ࢵ
トの頻度が一時的にῶることはあっても，㛗ᮇ
的にࡳると᏶඲にやめさࡏることができるとは
㝈らないという対応の難しさについても述べら
れた。さらに，࢖ࣥタࣅ࣮ࣗ調ᰝで，᥼ຓ者は
┦ㄯをཷけることを㈇ᢸに感じないという結果
がᚓられたことから，ࣜスト࢝ࢵトを行う཭人
の┦ㄯは，適度な㊥㞳感があることや௰がⰋい
ことなど஫いのಖ持された㛵ಀ性のもとに成り
立つことが示唆された。 
事例㸯㹼㸲の個ู性をศᯒしたとこࢁ，特に
Table 3 ཭人の自യ行為に対する対応として᭱も考えられる㑅ᢥ⫥ 
早 稲 田 大 学 臨 床 心 理 学 研 究　第14巻　第１号
―32―
個ู的な要⣲が見られた㡯目については，Table 
4 にグ㍕した。「┦ㄯのෆᐜ」の㡯目では㸲つの
事例は個々に異なっているが，大きくศけて「学
ᰯሙ㠃における問題」と「ᐙᗞにおける問題」
と「異性㛵ಀにおける問題」の３つにศけられ
ると考えられる。「自യ行為への対応」の㡯目に 
ついては事例ࡈとに異なった多様な対応が見ら
れた。対応は異なっているものの，どの事例に
おいても「Ṇめる」行動が見られた。また，඲
ての事例においてこれらの対応は┤᥋的に఍っ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
てఏえられている。「ຠ果的であると思われた対
応」の㡯目についても個ู性が見られた。┦ㄯ
者自㌟の意思でࣜスト࢝ࢵトをやめࡏるỴ᩿を
さࡏたこと，ࣜスト࢝ࢵトに気௜いているよと
いうࢧ࢖ࣥを㏦ることやኌかけをすること，ࣜ
スト࢝ࢵトする๓に自ศにࢧ࢖ࣥをฟすように
ఏえたことがᣲࡆられた。「┦ㄯをཷけた時の反
応」の㡯目では，反応も多✀多様に見られたが，
┦ㄯのཷけᡭഃの持つ知㆑や⫼ᬒの㐪いによっ
て反応が異なるྍ能性があると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Table 4 個ู性の見られた㡯目
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
男ዪともに᭱も㑅ばれているのが「ᝎࡳを⪺
く」という㑅ᢥ⫥であった。その࡯か男性では
「Ṇめる」が，ዪ性では「できる⠊ᅖでᡭຓけ
する」や「௚の人㸦཭㐩・ぶ・ᩍᖌ➼㸧にも┦
ㄯするようにಁす」が多く見られた。「ᝎࡳを⪺
く」という対応が᭱も考えられる᥼ຓ᪉ἲであ
ることが本調ᰝより᥎ᐹできる。 
さらに，「仮にあなた自㌟がࣜスト࢝ࢵトを行
っているとした時，┦ㄯする┦ᡭは誰だと思い
ますか。」という㉁問㡯目に㛵しては「同性の཭
人」が男性 42 㸦ྡ46.15%㸧，ዪ性 65 㸦ྡ47.45%㸧
で男ዪともに᭱も㧗い๭ྜで㑅ばれている。 
また，࢖ࣥタࣅ࣮ࣗのෆᐜから事例㸯㹼㸲ࡈ
とに事例・ࢥ࣮ࢻ࣐トࣜࢵクス㸦బ⸨，2008㸧
を用いඹ㏻性と個ู性を検討した。まࡎ，事例 
㸯㹼㸲のඹ㏻性は「自യの反復性」，「࿘ᅖから
のࢧ࣏࣮ト」，「対応のᕤኵ」,「対応した結果」，
「᥼ຓへのスタࣥス」の㸳㡯目に見られた。「自
യの反復性」については඲ての事例で㸰ᅇ௨上
のࣜスト࢝ࢵトが確認できた。このことから，
自യが反復して行われるྍ能性が考えられる。 
「࿘ᅖからのࢧ࣏࣮ト」の㡯目では඲ての事例
において┦ㄯをཷけた人が,ࣜスト࢝ࢵトして
いる཭人に対する対応について௚に┦ㄯする人
がおらࡎ，一人でᢪえ㎸ࢇでいることが示唆さ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れた。「対応のᕤኵ」ではྛ事例で,㸰人きりで
఍ってヰࡏるሙᡤを㑅ࢇでいることが示された。
「対応した結果」については┦ㄯ者のࣜスト࢝
ࢵトに㛵わり対応したことにより，ࣜスト࢝ࢵ
トの頻度がῶったという結果が見られた。「᥼ຓ
へのスタࣥス」についての㡯目では඲ての事例
で㛵わるというᅇ⟅が見ཷけられたが，「適度な
㊥㞳感があれば㛵わる」というᅇ⟅や，「㛵わࢁ
うと思うが，௰のⰋさによる」というᅇ⟅がᚓ
られ，᮲௳がついた上での㛵わり᪉をᮃࡴもの
が見られた。 
この結果より，対応することで，ࣜスト࢝ࢵ
トの頻度がῶったが，┦ㄯのཷけᡭは௚の人に
┦ㄯすることがなく一人でᢪえ㎸ࢇでいるྍ能
性があることが᥎ᐹできる。཭人のࣜスト࢝ࢵ
トの頻度が一時的にῶることはあっても，㛗ᮇ
的にࡳると᏶඲にやめさࡏることができるとは
㝈らないという対応の難しさについても述べら
れた。さらに，࢖ࣥタࣅ࣮ࣗ調ᰝで，᥼ຓ者は
┦ㄯをཷけることを㈇ᢸに感じないという結果
がᚓられたことから，ࣜスト࢝ࢵトを行う཭人
の┦ㄯは，適度な㊥㞳感があることや௰がⰋい
ことなど஫いのಖ持された㛵ಀ性のもとに成り
立つことが示唆された。 
事例㸯㹼㸲の個ู性をศᯒしたとこࢁ，特に
Table 3 ཭人の自യ行為に対する対応として᭱も考えられる㑅ᢥ⫥ 
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㉁問⣬調ᰝでは，཭人のࣜスト࢝ࢵトに対す
る感じ᪉・対応のẚ㍑を「┦ㄯの᭷↓」と「཭
人との㛵ಀ性」という㸰つの᮲௳のもとでẚ㍑
を行ったとこࢁ，「཭人との㛵ಀ性」において「᭱
もぶしい཭人」で㑅ࡪ㡯目の᪉が「あまりヰし
たことのない཭人」よりも඲体的に㧗い๭ྜを
示していることから，ぶしい཭人に対するാき
かけの᪉が強いことがわかる。㉁問⣬調ᰝにお
いては཭人のࣜスト࢝ࢵトの対応として᭱も㑅
ばれているのが「ᝎࡳを⪺く」という㑅ᢥ⫥で
あることがศかった。男性は「Ṇめる」という
㑅ᢥ⫥が，ዪ性では「できる⠊ᅖでᡭຓけする」
や「௚の人㸦཭㐩・ぶ・ᩍᖌ➼㸧にも┦ㄯする
ようにಁす」という㑅ᢥ⫥も多く見られていた。
」数ᅇ⟅としても㑅ばれていたため「ᝎࡳを⪺
いた」上で「Ṇめる」や「できる⠊ᅖでᡭຓけ
をする」といった行動に⛣すことが᭱も考えら
れる᥼ຓ᪉ἲであることが᥎ された。」数ᅇ
⟅をタけることによって」ྜ的な᥼ຓの᪉ἲを
考ᐹすることができた。また，཭人がࣜスト࢝
ࢵトすることに対する感じ᪉に㛵しても男ዪู
で考ᐹすることで，男性は「Ṇめたいと思う」
という㑅ᢥ⫥を㑅ࢇでおり，᥼ຓḧồが強いྍ
能性がᣦ᦬できる。 
࢖ࣥタࣅ࣮ࣗ調ᰝにおいてはどの事例におい
ても，┦ㄯに஌る㝿は「఍ってヰす」ことをし
ており，「ሙᡤを㑅ࢇでいる」ことがศかった。
信㢗㛵ಀが⠏かれていることが཭人による᥼ຓ
においてはᚲ要不ྍḞであると考える。また，
཭人がࣜスト࢝ࢵトの᥼ຓに㛵わることによっ
てࣜスト࢝ࢵトの頻度がῶり，ຠ果があったこ
とが示された。一᪉で，一時的にࣜスト࢝ࢵト
の頻度がῶることはあっても，㛗ᮇ的にࡳると
介入することによって┦ᡭのࣜスト࢝ࢵトを᏶
඲にやめさࡏることができるとは㝈らないとい
う結果がᚓられた。ࡺえに，ࣜスト࢝ࢵトを行
う཭人がᢪえる根本的な問題をゎỴすることは
難しく，㝈⏺があると考えられる。᥼ຓするഃ
は根本的な問題をゎỴしようとするのではなく，
┦ㄯ者が自ศ自㌟でゎỴできるようにヰを⪺く
など㈇ᢸがᑡない⠊ᅖでࢧ࣏࣮トすることがᚲ
要であると᥎ᐹされる。また，᥼ຓ者がࣜスト
࢝ࢵトの┦ㄯをཷけたᚋに，௚の人に᥼ຓをồ
めておらࡎ一人で問題をᢪえていることがศか
った。このため，᥼ຓに対する困難をᢪえた཭
人ഃのࢧ࣏࣮トもᚲ要であると考えられる。ま
たこの結果から，཭人が᥼ຓに㛵わることの༴
㝤性についても考៖に入れて，よりᏳ඲で実現
ྍ能な཭人による᥼ຓ᪉ἲを検討することがᚲ
要であるといえる。 
本研究において，཭人が᥼ຓに㛵わることの
㝈⏺を発見することができた。さらに自യ行為
を行うᏊどもの᥼ຓに཭人が㛵わることの༴㝤
性について検討することがᚲ要であると෌認㆑
された。ࣜスト࢝ࢵトが一⯡にᾐ㏱している現
௦においては᥼ຓの体制を௒ᚋ඘実さࡏるᚲ要
があると考えられる。そこで，自യするᏊと᭱
も㛗い時間をඹ᭷する「཭人」というࣆ࢔の存
在を活用するためには，自യに㛵するṇしい知
㆑のᬑ及と᥼ຓするഃのࣜスクを㋃まえた上で
のᏳ඲な᥼ຓ᪉ἲのᥦ᱌と実㊶がᚲ要であると
考えられる。 
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㉁問⣬調ᰝでは，཭人のࣜスト࢝ࢵトに対す
る感じ᪉・対応のẚ㍑を「┦ㄯの᭷↓」と「཭
人との㛵ಀ性」という㸰つの᮲௳のもとでẚ㍑
を行ったとこࢁ，「཭人との㛵ಀ性」において「᭱
もぶしい཭人」で㑅ࡪ㡯目の᪉が「あまりヰし
たことのない཭人」よりも඲体的に㧗い๭ྜを
示していることから，ぶしい཭人に対するാき
かけの᪉が強いことがわかる。㉁問⣬調ᰝにお
いては཭人のࣜスト࢝ࢵトの対応として᭱も㑅
ばれているのが「ᝎࡳを⪺く」という㑅ᢥ⫥で
あることがศかった。男性は「Ṇめる」という
㑅ᢥ⫥が，ዪ性では「できる⠊ᅖでᡭຓけする」
や「௚の人㸦཭㐩・ぶ・ᩍᖌ➼㸧にも┦ㄯする
ようにಁす」という㑅ᢥ⫥も多く見られていた。
」数ᅇ⟅としても㑅ばれていたため「ᝎࡳを⪺
いた」上で「Ṇめる」や「できる⠊ᅖでᡭຓけ
をする」といった行動に⛣すことが᭱も考えら
れる᥼ຓ᪉ἲであることが᥎ された。」数ᅇ
⟅をタけることによって」ྜ的な᥼ຓの᪉ἲを
考ᐹすることができた。また，཭人がࣜスト࢝
ࢵトすることに対する感じ᪉に㛵しても男ዪู
で考ᐹすることで，男性は「Ṇめたいと思う」
という㑅ᢥ⫥を㑅ࢇでおり，᥼ຓḧồが強いྍ
能性がᣦ᦬できる。 
࢖ࣥタࣅ࣮ࣗ調ᰝにおいてはどの事例におい
ても，┦ㄯに஌る㝿は「఍ってヰす」ことをし
ており，「ሙᡤを㑅ࢇでいる」ことがศかった。
信㢗㛵ಀが⠏かれていることが཭人による᥼ຓ
においてはᚲ要不ྍḞであると考える。また，
཭人がࣜスト࢝ࢵトの᥼ຓに㛵わることによっ
てࣜスト࢝ࢵトの頻度がῶり，ຠ果があったこ
とが示された。一᪉で，一時的にࣜスト࢝ࢵト
の頻度がῶることはあっても，㛗ᮇ的にࡳると
介入することによって┦ᡭのࣜスト࢝ࢵトを᏶
඲にやめさࡏることができるとは㝈らないとい
う結果がᚓられた。ࡺえに，ࣜスト࢝ࢵトを行
う཭人がᢪえる根本的な問題をゎỴすることは
難しく，㝈⏺があると考えられる。᥼ຓするഃ
は根本的な問題をゎỴしようとするのではなく，
┦ㄯ者が自ศ自㌟でゎỴできるようにヰを⪺く
など㈇ᢸがᑡない⠊ᅖでࢧ࣏࣮トすることがᚲ
要であると᥎ᐹされる。また，᥼ຓ者がࣜスト
࢝ࢵトの┦ㄯをཷけたᚋに，௚の人に᥼ຓをồ
めておらࡎ一人で問題をᢪえていることがศか
った。このため，᥼ຓに対する困難をᢪえた཭
人ഃのࢧ࣏࣮トもᚲ要であると考えられる。ま
たこの結果から，཭人が᥼ຓに㛵わることの༴
㝤性についても考៖に入れて，よりᏳ඲で実現
ྍ能な཭人による᥼ຓ᪉ἲを検討することがᚲ
要であるといえる。 
本研究において，཭人が᥼ຓに㛵わることの
㝈⏺を発見することができた。さらに自യ行為
を行うᏊどもの᥼ຓに཭人が㛵わることの༴㝤
性について検討することがᚲ要であると෌認㆑
された。ࣜスト࢝ࢵトが一⯡にᾐ㏱している現
௦においては᥼ຓの体制を௒ᚋ඘実さࡏるᚲ要
があると考えられる。そこで，自യするᏊと᭱
も㛗い時間をඹ᭷する「཭人」というࣆ࢔の存
在を活用するためには，自യに㛵するṇしい知
㆑のᬑ及と᥼ຓするഃのࣜスクを㋃まえた上で
のᏳ඲な᥼ຓ᪉ἲのᥦ᱌と実㊶がᚲ要であると
考えられる。 
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Abstract 
 
In this study, we examined methods of support for friends who injure 
themselves, focusing specifically on wrist-cutting, which has permeated general 
society. Overall, “listening to friends’ problems” was the most common methods of 
support. Moreover, from the results of interviews when listening to friends’ 
problems, participants “choose a specific place to talk” and give them advice. 
Additionally, 42 males 㸦 46.15%) and 65 females 㸦 47.45%) among the 
participants of the 228 people chose a same sex individual as their guidance 
friend, which is in line with the results of previous studies. Finally, intervention 
by friends was found to be effective in decreasing the frequency of wrist-cutting 
incidents; however, this result was not necessarily true in the long-term. 
Therefore, we concluded that a more basic system is needed, in which support is 
provided for the friend rather than trying to solve the friend’s problems. Methods 
of support such as listening and helping an individual to solve their problems by 
themselves can be effective in reducing the prevalence of self-injuries.   
 
Key words: self-injury, wrist-cutting, support by friends, methods of assistance 
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